
30th

ANNIVERSARY

シリーズ

「ことば」によって
豊かな四季を楽しむ私たち日本人。
名句や名歌を訪ねながら、
日本文化の豊かさをご紹介いたします。
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のことば「冬」



北に長い日本列島は、地域によってか
なり気候が変わりますが、その違いが

最も顕著になるのは冬かもしれません。暦の
上の冬は、立冬（2021年は11月7日）から。
まだこれから紅葉の見頃を迎えるという地域
もあれば、すでに落葉して初雪が降った地域
もあり、小春日和、木枯が吹く日を繰り返し
ながら、寒さの厳しい季節にゆっくりと入っ
ていきます。こたつやストーブを出し、みん
なで温かい鍋を囲んだり熱燗を飲みたくなれ
ば、いよいよ本格的な冬の到来です。
　初冬には収穫に感謝する行事や、「酉の市」
のような福を呼び込むお祭りも行われますが、
基本的に冬は春に向けて再びエネルギーを蓄
えるための「陰」の時期。その語源はいくつ
かありますが、生命力を呼び覚ます「振る」、
から「冬」になったという説もあります。
　陰の極まる「冬至」は、太陽の力が復活す
る節目の日。陽の気を補う柚子湯には、邪気
を払う禊

みそ

ぎの意味もあるそうです。
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※「季語」とは、連歌、俳諧、俳句において用いられる特定の季節を表す言葉。

牡丹焚火［ぼたんたきび］
長寿を全うした牡丹の木を焚いて供養す
る伝統行事。福島県の須賀川牡丹園では
毎年11月の第3土曜日に行われる。

柚子湯［ゆずゆ］
1年で最も日が短い冬
至（12月22日）に柚子の
実を浮かべた風呂。入
ると冬の間風邪をひか
ないと言われている。

初霜［はつしも］
その冬に初めて降りた霜で、厳しい冬の
訪れを知らせる現象。晴れた寒い夜に生
じやすく、朝日にきらめく様が美しい。

浮寝鳥［うきねどり］
水に浮いたまま気持ち良さそうに眠って
いる鳥。この時季は、越冬のために日本
に渡ってきた鳥も多い。

綿虫［わたむし］別 雪虫
晩秋から初冬にかけて群れをなしてふわ
ふわと飛ぶ昆虫。北国では、この虫が飛
び始めると降雪が近いと言われる。

雑炊［ぞうすい］別 おじや
野菜や魚介類の汁に米を加えたお粥の一
種。さまざまな食材を入れた鍋料理の後
の〆の一品としても好まれる。

山茶花［さざんか］
開花期が長いため、花が少ない冬には貴
重な花木。椿と似ているが、花ごとポト
リと落ちる椿と違い花弁ごとに散る。

時雨［しぐれ］
晴れていても急に曇り、さあっと短い時
間に降る雨で、初冬に多い。京都の風物
詩でもあり、「北山時雨」と呼ばれる。
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